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感謝！ 読み聞かせボランティア

６月１７日(月）から２１日
（金）まで，校内読書週間でし
た。この週間の１８日（火）と
１９日（水）には，保護者やボ
ランティアの方々による読み聞
かせが行われました。全学年，
子どもたちは，真剣に聞いてい
ました。
「読書は学力の土台」「読書

は心の栄養」とも言われます。様々な本に親しむことを通し
て，子どもたちの語彙力が増え，心も豊かになっていきます。
このように，学校と保護者・地域が一体となって，教育活動
に取り組んでいることをうれしく思います。読み聞かせにお
越しいただいた方々，ありがとうございました。
なお，２学期にも校内読書週間が計画されています。子ど

もたちと一緒に読書活動を行いたいと思われる方がいらっし
ゃいましたら，学校に連絡をお願いします。

水泳学習スタート！！

５月１９日(日)にＰＴＡ奉
仕作業，２８日（火）の５・
６年生，職員でのプール掃除
を経て，６月８日(土)に６年
生がプール開きを行いました。
それ以降，全学年で水泳学

習がスタートしています。
７月に行われる校内水泳大

会や市小学校水泳記録会を目
指して，泳力の向上を期待し
ています。
多くの子どもたちが，水泳

学習を楽しみにしています。
水泳学習を行う上で，「早寝」
「早起き」「朝ごはん」の大切
さについても指導しています。

環
境
は
人
を
つ
く
る

新
築
三
年
目
の
校
舎
は
内
装
に
木
材
が
多
く
使
わ

校
長

西

浩
一

れ
、
廊
下
も
広
く
、
見
学
者
か
ら
「
す
て
き
だ
」
と
よ

今
年
も
プ
ー
ル
前
の
大
木
に
、
ア
オ
バ
ズ
ク
が
巣
作

く
言
わ
れ
ま
す
。
玄
関
先
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
市
指

り
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
に
は
ひ
な
の
巣
立
つ
様
子

定
文
化
財
「
日
新
柱
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
「
日
新

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
裏
手
の
山

ホ
ー
ル
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
一
月
に
は
こ
こ
で
「
日

か
ら
は
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
も
聞
こ
え
ま
す
。
ま
た
、

新
公
い
ろ
は
歌
か
る
た
取
り
大
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
前
の
「
か
め
池
」
で
は
水
生
植
物
を
育
て
て
お

秋
に
は
「
ひ
お
き
」
学
の
一
環
と
し
て
、
伊
作
城
跡

り
、
先
日
淡
い
色
の
ス
イ
セ
ン
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

な
ど
校
区
の
史
跡
等
や
学
校
周
辺
を
巡
る
郷
土
学
習
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

今
、
四
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
ウ
ミ
ガ
メ

ま
た
、
今
年
か
ら
「
泊
文
庫
」
も
加
わ
り
、
図
書
室

に
つ
い
て
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年

も
年
々
充
実
し
、
多
く
の
児
童
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

か
ら
続
く
「
か
め
さ
ん
祭
り
」（
今
年
は
二
十
八
日
（
金
）

年
間
を
通
し
て
六
年
生
が
一
年
生
に
読
み
聞
か
せ
を
行

に
開
催
）
で
は
、
学
習
の
成
果
を
ク
イ
ズ
や
作
品
で
発

う
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
バ
デ
ィ
」
を
実
施
。
こ
の
バ
デ

表
し
ま
す
。
他
学
年
の
児
童
も
横
断
幕
や
大
う
ち
わ
な

ィ
（
二
人
組
）
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で
使
わ
れ
る
た
め
、

ど
の
作
品
を
作
り
、
祭
り
の
後
半
で
は
作
品
を
持
っ
て

多
く
の
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
年
数
回
読
書

街
頭
を
パ
レ
ー
ド
し
、
自
然
保
護
を
訴
え
ま
す
。
七
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
各
学
級
に
入
り
、
読
み
聞
か

に
は
、
「
お
や
が
め
の
会
」
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
吹

せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

上
浜
の
ご
み
拾
い
や
か
め
の
卵
の
保
護
を
す
る
予
定
で

六
月
に
は
五
年
生
が
南
薩
養
護
学
校
を
、
秋
に
は
四

す
。
し
か
し
、
今
年
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
に
五
回
参
加
し

～
六
年
生
が
吹
上
学
園
等
を
訪
問
し
、
ま
た
一
、
三
年

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
足
跡
す
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

生
は
高
齢
者
と
の
交
流
活
動
を
行
い
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

日
置
市
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
回
数
も
減
少
気
味

ィ
ア
教
育
の
充
実
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

と
の
こ
と
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
ふ
化
場
に
お
け
る

学
力
向
上
に
も
日
々
取
り
組
み
、
十
月
末
に
は
「
日

保
護
・
ふ
化
・
ふ
る
さ
と
の
海
へ
の
放
流
と
、
今
年
も

置
地
区
研
究
協
力
校
」
と
し
て
研
究
公
開
を
行
い
ま
す
。

そ
の
貴
重
な
体
験
を
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
て
あ

こ
の
よ
う
に
、
学
校
で
は
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、

げ
た
い
も
の
で
す
。

文
化
等
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、

一
人
一
人
が
力
を
付
け
、
自
信
と
誇
り
を
も
ち
、
学
校

先
日
は
四
百
五
十
年
ほ
ど
前
か
ら
続
く
「
宮
内
鎌
手

や
地
域
を
愛
す
る
心
も
育
て
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
吹

踊
り
」
が
大
汝
牟
遅
神
社
で
奉
納
さ
れ
た
後
、
約
二
十

上
図
書
館
お
仕
事
体
験
」
や
「
吹
上
ふ
る
さ
と
学
寮
」
、

カ
所
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
も
三
年
生
か
ら

「
多
賀
町
や
大
垣
市
と
の
交
流
活
動
」
等
に
多
く
の
児

六
年
生
ま
で
九
名
の
児
童
が
踊
り
手
を
務
め
、
保
存
会

童
が
積
極
的
に
申
し
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

の
皆
様
の
御
指
導
を
受
け
て
勇
壮
活
発
に
踊
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各
自
治
会
で
は
「
六
月
燈
」
や
「
伊
作

本
校
や
本
地
域
は
、
子
育
て
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

灯
籠
祭
り
」
「
夏
祭
り
」
な
ど
に
向
け
て
、
子
ど
も
会

環
境
に
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
学
校
や

で
も
準
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
八
月
に
は

地
域
の
環
境
だ
け
で
な
く
、
家
庭
環
境
も
同
じ
で
す
。

「
伊
作
太
鼓
踊
り
」
、
十
一
月
に
は
「
大
汝
牟
遅
神
社

こ
れ
か
ら
も
、
基
本
的
生
活
習
慣
や
家
庭
学
習
の
習
慣

の
流
鏑
馬
」
と
、
保
存
会
や
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
と

を
育
て
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
お
子
様
と
ふ
れ
あ
い
、

熱
意
に
よ
っ
て
、
有
名
な
伝
統
行
事
が
吹
上
に
は
た
く

対
話
を
通
し
て
温
か
い
教
育
環
境
を
み
ん
な
で
つ
く
っ

さ
ん
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
亀
丸
城
跡
、
中

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
令
和
二
年
二
月
二
十
二

田
尻
の
田
の
神
、
田
尻
の
金
銅
菩
薩
立
像
、
伊
作
郷
御

日
（
土
）
に
は
校
区
挙
げ
て
、
創
立
百
五
十
周
年
・
統

仮
屋
文
書
な
ど
県
指
定
文
化
財
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
三
十
五
周
年
を
盛
大
に
祝
い
た
い
も
の
で
す
。



表現力の向上

６月１０日（月）， 伊集院
小学校の宮脇校長先生を講師
に招き，作文指導について研
修を行いました。
その指導の中で，「だれに，

何を，伝えたいか。」が大事
だという話を聞きました。学
校では，作文のみならず，発
表においても，この点を意識

して指導していきたいと考えています。ご家庭におかれ
ましても，子どもの日記や作文を書く際に，この視点で
声かけをしていただけたら，ありがたいです。
本校は，１０月２９日（火）に日置地区研究協力校（指

導法改善）として研究公開を行います。これまで，全職
員が一体となって研究に取り組んできました。その結果，
４・５月で９名の子どもの作文が南日本新聞に掲載され
たり，運動会では応援団が感動する応援を展開したりと，
子どもたちの力がついてきていると実感しています。

６月７日（金）
は，音楽集会で
６年生が合唱・
合奏を発表して
くれました。下
学年の子どもた
ちは，６年生の
発表を真剣に聞
いていました。
この発表も，

素晴らしい表現
活動の一環でした。
地域でも，様々な活動があると思います。子どもたち

の頑張りを，私たち大人が賞賛することで，郷土愛もさ
らに育っていくことと思います。

各公民館長・各自治会長
主任児童員・民生委員
地域のスクールガード
学校評議員・全保護者

地域ＰＴＡへの御参加について(依頼)

伊作小ＰＴＡでは，子どものことについての地域の情報
交換の場として夏休みに地域ＰＴＡを開催します。情報を
共有し，子どもたちを地域全体で守っていきましょう。
大事な会ですので，保護者の皆様は，ぜひとも参加くだ

さいますよう，重ねてお願い申しあげます。

月 日 地 域 自 治 会 会 場 時 間

本町 西本町，東本町， 伊作地区
坂元 公民館

２３

(火) 吹上 入来，西原 伊作地区
入来浜，今田 公民館

湯之元 小牧，多宝寺， 伊作地区
湯之元，南湯之元 公民館 各地域
ふもと 研修室

２４ 19：30
７
（水）藤元 藤元地区 野首地区 ～

野首 野首地区 公民館
平鹿倉 平鹿倉地区 21：00

宮内 中津，東宮内， 伊作地区
西宮内，南宮内 公民館

２５ 和室

（木）
中之里 緑ヶ丘，宮坂， 伊作地区

窪田，上中之里， 公民館
下上中之里 研修室

の皆様へ

ＫＫＢの取材

６月８日（土），ＫＫＢが本校
の環境学習の取組について取材
に来ました。４年生がウミガメ
について学習したことについて
インタビューをしていました。
子どもたちは突然のインタビュ
ーにもかかわらず，自分が調べ
たことを自信を持って答えてお
り，感心することでした。
ウミガメが産卵する吹上浜

が間近にあり，本校には，ふ
化場もあります。このような
環境は，他の地区ではなかな
かありません。今後も，この
郷土の良さを実感させていき
たいと思います。
また，今年もアオバズクが

来ています。

歯を大切にしよう

これは，保健委員会の子どもた
ちが考えたむし歯予防のキャッチ
フレーズです。
本年度の目標として，むし歯治

療率７０％以上を掲げていますが，
一番大切なことは予防です。食後
の確実な歯磨きが大事です。御家
庭でも，御指導をお願いします。

なお，学校から治療勧告の用紙が届いた御家庭では，
早めの歯科受診をよろしくお願いします。

田植え

６月１８日（火），３年生
が今田にある田んぼで田植
えを体験しました。初めて
体験する子もおり，田んぼ
独特の泥に足をとられなが
らもがんばって植えていま
した。また，田んぼの虫に
驚いていた子もいました。
この日は貴重な体験活動が

できたと思います。
５年生では，社会科の授業で米作りについて学習しま

す。３年生で体験したことで，５年生での理解がより深
まっていくことでしょう。今田水田保全協議会長様や下
園教育振興課長様をはじめ子どもたちのために協力して
いただいた方々に，そして地域の教育力に感謝します。

＜7月の主な行事予定＞
１日（月）交通事故防止強化月間（～31日）
２日（火）校内水泳大会(高学年)
３日（水）校内水泳大会(中学年)
４日（木）校内水泳大会(低学年)

委員会活動
５日（金）ＡＬＴ来校
６日（土）地区ＰＴＡ正会長・副会長研修会

吹上地域女性ふれあい大会
１１日（木）代表・児童保健委員会
１２日（金）ＡＬＴ来校 学校評議員会
１９日（金）１学期終業式
２１日（日）水難事故防止運動強調期間（～8/31）
２３日（火）地域ＰＴＡ（本町，吹上）
２４日（水）市小学校水泳記録会

地域ＰＴＡ（湯之元，藤元，野首，平鹿倉）
２５日（木）地域ＰＴＡ（宮内，中之里）

※ 変更になる場合がありますので, 各学年の週報や各
種便り等で御確認ください。


